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有栖IIi宮殿下が本営を置いた脇立寺

一
玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介
個

石
瀧
　
豊
美
　
制

福
岡
表
替
聞
懐
旧
談
　
㈲

二
回
、
福
陵
新
報
記
事
の
紹

介
が
入
り
ま
し
た
の
で
、
久
々

の
登
場
と
な
り
ま
し
た
。
明
治

十
年
三
月
、
い
よ
い
よ
福
岡
士

族
は
決
起
へ
向
け
て
動
き
出
し

ま
す
。
時
す
で
に
返
し
。
田
原

坂
で
薩
軍
は
戦
況
不
利
な
立
場

に
追
い
や
ら
れ
、
つ
い
に
は
鹿

児
島
へ
と
敗
走
を
重
ね
る
、
そ

の
場
面
で
福
岡
の
変
は
勃
発
し

た
の
で
す
。
博
多
湾
に
は
続
々

と
官
軍
が
増
援
さ
れ
て
お
り
、

福
岡
士
族
の
決
起
は
時
間
の
問

題
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、

警
戒
も
厳
重
で
し
た
。
勝
算
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
、
西

郷
、
桶
野
と
の
約
束
を
守
る
、

そ
の
こ
と
で
、
福
岡
士
族
の
誠

意
を
証
明
す
る
、
そ
の
た
め
の

戦
い
で
す
。
同
志
の
中
か
ら
川

越
庸
太
郎
と
、
吉
田
新
（
真
）
太

郎
が
西
郷
、
桶
野
へ
福
岡
士
族

決
起
を
伝
え
る
た
め
に
派
遣
さ

れ
ま
し
た
。
官
軍
の
陸
中
を
突

破
し
、
前
線
を
通
過
し
て
陸
軍

の
本
営
に
至
る
の
で
す
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
再
び
故
郷
へ
帰
る
と

い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
川

越
は
城
山
に
戦
死
し
、
吉
田
は

捕
ら
え
ら
れ
生
還
し
ま
す
が
、

川
越
余
代
と
名
乗
っ
て
、
川
越

庸
太
郎
の
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

集
会
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
福

岡
士
族
は
、
三
月
十
九
日
、
密

か
に
穴
観
音
に
集
ま
り
、
投
票

で
指
導
者
を
選
出
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
衆
目
の
一
致
す
る
と

こ
ろ
、
越
知
彦
四
郎
、
武
郎
小

四
郎
を
大
隊
長
に
仰
ぐ
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。
越
知
は
福
岡
藩

の
学
者
、
井
土
用
磐
、
海
妻
甘

蔵
の
一
族
、
武
部
は
勤
王
家
建

部
武
彦
の
遺
児
で
す
。

今
回
は
越
知
、
武
郎
の
も
と

で
、
軍
略
・
激
文
を
定
め
る
と

こ
ろ
ま
で
。
撒
文
の
内
容
は
次

回
に
譲
り
ま
す
。

明
治
丁
丑

福
岡
表
著
聞
懐
旧
談
　
上

海
滝
野
生
絹
述

第
三
回
（
続
き
）

○
川
越
庸
太
郎
は
稟
性
閑
雅

に
し
て
気
慨
（
概
）
あ
り
。
夙

に
鹿
児
島
表
に
遊
び
て
、
桐
野

利
秋
等
と
心
葵
を
結
盟
せ
し

が
、
明
治
十
年
一
月
、
十
一
学

舎
の
新
興
せ
ら
る
ゝ
や
、
川
越

は
実
に
そ
の
幹
事
と
な
り
て
、

其
社
務
に
挟
撃
せ
し
な
り
。
頓

て
陸
軍
の
挙
兵
せ
し
や
、
川
越

は
我
党
の
専
便
と
な
り
て
、
吉

田
新
太
郎
と
共
に
指
名
せ
ら
れ

て
、
陸
軍
に
投
ず
。
途
中
に
於

て
宿
疾
に
屠
り
、
身
体
疲
労
せ

し
に
も
拘
は
ら
ず
、
千
辛
万
苦

を
凌
歴
し
て
、
人
吉
地
〔
方
〕

に
於
て
薩
軍
の
本
部
に
着
劃
し

て
真
金
を
致
す
。
後
、
吉
田
と

共
に
陸
軍
に
加
は
り
、
各
所
の

防
禦
線
に
於
け
る
、
常
に
陸
幕

（
惟
曝
カ
）
　
の
内
に
在
り
て
、

奇
策
を
遅
ら
せ
つ
＼
時
に
は

出
て
隊
兵
を
指
揮
す
。
後
、
永

（
長
）
井
村
の
重
囲
を
破
り
、

西
郷
の
後
を
慕
ひ
て
城
山
に
入

り
し
が
、
九
月
廿
四
日
官
軍
の

総
進
撃
に
西
郷
、
桶
野
が
襲
れ

し
を
耳
に
し
、
天
下
の
こ
と
逝

奏
と
呼
（
叫
）
　
び
、
遂
に
態

（
従
）
容
刃
に
伏
し
て
死
す
。

行
年
二
十
四
歳
九
ケ
月
な
り
し

な
り
。
そ
れ
の
事
は
恰
も
同
郷

春
吉
村
の
何
某
が
官
軍
の
車
夫

と
し
て
出
役
せ
し
が
、
薩
兵
に

揺
ら
れ
、
鹿
児
島
へ
召
連
れ
ら

れ
し
か
、
一
日
途
中
に
て
川
越

に
避
返
す
。
川
越
は
そ
の
人
夫

に
向
ひ
て
、
好
き
処
に
て
在
に

面
会
す
。
余
は
自
今
戦
死
の
覚

悟
な
り
。
一
過
の
遺
書
を
赤
に

依
托
す
可
。
追
附
け
書
い
て
来

る
可
、
と
別
れ
し
も
、
そ
れ
と

同
時
に
官
軍
の
総
進
撃
と
は
な

り
、
遂
に
そ
の
報
を
得
ざ
り

き
、
と
件
の
車
夫
、
其
後
帰
県

し
て
川
越
家
に
立
よ
り
報
知
せ

し
な
り
。

○
吉
田
新
太
郎
も
亦
党
中
に

於
で
発
才
頴
智
の
人
物
と
し
て

称
せ
ら
れ
し
が
、
総
代
の
専
健

に
指
名
せ
ら
れ
、
川
越
と
同
様

苦
難
し
て
人
吉
地
方
に
於
て
薩

軍
の
本
部
に
達
し
で
其
命
を
致

し
、
共
に
薩
軍
に
加
は
り
、
各

所
の
戦
防
線
に
於
て
一
方
の
隊

長
と
な
り
、
激
戦
勇
闘
そ
の
名

を
著
せ
し
が
、
不
幸
に
し
て
陣

中
に
病
み
、
身
体
疲
弊
し
て
、

事
を
為
す
能
は
ざ
り
け
り
。
折

柄
西
郷
、
桐
野
等
は
長
井
村
の

重
囲
を
脱
し
、
城
山
に
人
ら
ん

と
す
る
に
際
し
、
吉
田
は
身
体

疲
労
の
為
、
追
従
す
る
こ
と
能

は
ざ
り
し
は
、
決
者
従
事
可
愛

岳
の
麓
な
り
。
野
営
に
於
て
官

軍
に
降
伏
せ
し
と
云
ふ
。

第
四
回

○
平
尾
村
の
内
、
寺
塚
穴
観

音
の
密
会
。
隊
長
、
副
官
、

共
催
職
員
の
選
挙
。
窃
に

挙
兵
の
準
備
を
図
る
。

却
説
、
薩
軍
は
覆
山
倒
海
の
勢

も
て
、
熊
本
県
内
に
乱
入
す
。

谷
少
将
は
熊
本
の
城
壁
を
死
守

し
て
屈
せ
ず
。
連
日
連
夜
の
激

戦
勇
闘
、
日
を
重
ね
、
既
に
有

楢
川
征
討
大
総
督
宮
殿
下
〔
戯

仁
親
王
〕
　
へ
は
、
山
県
参
事
、

小
沢
大
佐
等
の
将
校
を
随
は
せ

ら
れ
、
一
旦
我
が
福
岡
表
橋
口

町
な
る
勝
立
寺
を
以
て
本
営
と

し
て
御
出
陣
在
せ
ら
れ
、
幾
万

批
雛
の
官
軍
は
高
瀬
、
山
鹿
の

両
道
に
鵠
ひ
て
殺
到
せ
し
に
も

拘
ら
ず
、
越
知
彦
四
郎
が
一
累

は
裏
目
之
誓
約
を
違
へ
ず
、
亦

そ
の
兵
を
挙
て
以
て
陸
兵
に
応

ず
べ
き
の
事
と
は
な
り
き
。
惟

時
明
治
十
年
三
月
の
初
旬
に
於

て
越
知
彦
四
郎
、
武
郎
小
四

郎
、
久
光
忍
太
郎
、
舌
聞
慎

吾
、
大
畠
太
七
郎
等
の
一
累
は
、

愈
よ
挙
兵
の
事
を
謀
る
に
よ

り
、
道
々
と
そ
の
同
志
た
る
久

世
芳
麿
、
村
上
彦
十
、
月
成
元

雄
、
加
藤
堅
武
、
同
大
三
郎
を

初
め
と
し
て
、
船
越
平
九
郎
、

吉
安
謙
吾
、
玉
ノ
井
勝
一
郎
、

八
木
和
一
、
船
越
間
道
（
那
珂

郡
井
尻
村
の
医
師
に
し
て
、
平

岡
直
吉
の
実
弟
）
等
馳
せ
集
り

て
、
そ
れ
等
は
各
所
に
密
集
し

て
其
評
議
の
結
果
た
る
や
、
到

底
隊
長
な
く
て
は
、
諸
説
紛
々

と
し
て
団
結
の
綱
紀
立
ち
難
き

に
よ
り
、
即
ち
そ
の
三
月
十
九

日
を
ド
て
、
福
岡
城
下
を
距
こ

と
里
許
な
る
那
珂
郡
平
尾
村
の

内
、
寺
塚
穴
観
音
に
密
集
し
、

投
票
を
以
て
先
づ
以
て
大
隊
長

を
選
挙
す
可
き
事
に
は
な
り
た

り
。
其
場
に
於
て
投
票
の
結

果
、
越
知
彦
四
郎
、
武
郎
小
四

郎
の
両
名
を
大
隊
長
に
推
薦

す
。
依
り
て
副
官
、
小
隊
長
、

其
他
の
職
員
は
両
名
よ
り
そ
の

人
物
を
見
込
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ

命
令
す
可
き
事
に
決
す
。
尚
、

募
兵
の
事
は
、
西
方
面
を
久
光

忍
太
郎
、
村
上
彦
十
、
久
世
芳

麿
、
船
越
平
九
郎
、
吉
安
謙
吾

担
当
し
、
村
上
の
手
に
て
百
余

名
、
吉
安
謙
吾
七
十
名
、
久

世
、
船
越
の
手
に
て
八
十
名
計

り
の
見
込
立
て
り
。
又
大
畠
太

七
郎
は
十
一
学
舎
党
百
名
、
久

光
忍
太
郎
百
名
、
束
方
面
は
舌

間
慎
吾
担
当
し
て
、
大
約
三
百

五
十
名
、
総
人
数
大
凡
八
百
名

計
り
の
胸
算
な
り
し
な
り
。
又

銃
器
は
銘
々
「
エ
ン
ビ
ュ
ー
ル
」

銃
（
エ
ン
ピ
ー
ル
銃
）
一
挺
は

兼
て
所
持
せ
し
筈
。
弾
薬
は
七

年
の
佐
賀
の
役
、
福
岡
〔
貫
〕

属
隊
に
受
取
り
居
る
残
余
も
あ

り
。
其
他
同
志
中
に
て
少
々
隠

し
置
き
た
る
分
も
あ
る
可
け
れ

ば
、
そ
れ
を
取
出
し
、
猶
充
分

な
る
〔
可
〕
し
。
依
て
断
然
来

る
廿
七
日
の
夜
を
以
て
事
を
発

せ
ん
と
の
事
を
予
定
し
っ
＼

即
ち
久
光
忍
太
郎
、
舌
間
慎
吾

に
大
隊
副
官
を
命
じ
、
久
世
芳

麿
、
加
藤
堅
武
、
月
成
元
雄
、

江
上
述
直
（
久
光
忍
太
郎
の
実

兄
な
り
）
、
村
上
彦
十
、
大
畠

太
七
郎
は
小
隊
長
を
命
ず
。
又

聯
重
部
一
切
は
大
野
卯
太
郎
、

会
計
元
締
に
は
浜
与
四
郎
へ
担

務
せ
し
む
る
こ
と
、
し
、
使
番

を
八
木
和
一
へ
申
付
け
、
隊
士

の
中
よ
り
四
、
五
名
の
強
壮
者

を
撰
び
て
使
役
を
な
し
、
そ
の

他
教
導
、
伍
長
等
は
各
小
隊
長

の
見
込
に
任
す
可
き
事
と
し

て
、
そ
の
軍
略
を
三
等
に
定
む

る
事
、
左
の
如
し
。

一
、
鎮
台
分
営
な
る
福
岡
城

を
攻
撃
し
て
、
兵
器
弾
薬

を
奪
ひ
、
県
庁
を
攻
撃
し

て
官
金
を
掠
め
、
勢
に
乗

じ
て
博
多
湾
口
に
碇
泊
せ

し
軍
艦
を
奪
ひ
て
、
□
勢

を
乗
組
せ
て
発
錨
し
、
直

ち
に
航
行
し
て
大
坂
城
に

入
り
て
君
側
の
塵
を
掃

ひ
、
人
才
を
挙
げ
、
以
て

政
府
改
革
の
議
を
直
奏
す

可
き
を
上
策
と
す
。

二
、
兵
器
及
官
金
を
掠
奪
す

る
も
、
若
し
軍
艦
を
取
る

こ
と
能
は
ず
ん
ば
、
福
岡

城
に
楯
籠
り
、
各
地
へ
兵

を
派
し
て
官
軍
の
横
道
を

絶
ち
、
以
て
薩
兵
に
声
援

を
な
す
を
中
策
と
す
。

三
、
以
上
の
軍
略
、
若
し
抵

持
し
て
、
要
領
を
得
ざ
る

場
合
は
、
兵
を
纏
め
て
城

あ
お
で
す
み
や
ま
ー

高
大
休
山
に
撃
じ
登
り
、

而
し
て
機
を
見
て
軽
々
進

軍
、
南
関
ロ
へ
向
ひ
、
官

軍
の
背
後
を
衝
く
を
下
策

とす。


